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当 別 町 教 育 委 員 会

当別町子どもの読書活動推進委員会

うちどく（家読）通信
～本は ともだち～

当別町図書館新着本

西当別分館新着本

【えほん】

もののけしょくどう

うらめしや

たにむらのりあき 作

福音館書店 刊

にじいろフェアリー

しずくちゃん〈9〉

マリンブルーのぼうけん

ぎぼりつこ 絵

友永コリエ 作

岩崎書店 刊

【えほん】

れっしゃがとおります

岡本雄司 作

福音館書店 刊

計 3５冊

計 ２6冊

みんな、もう見た？

【本館】

お札に描かれる偉人たち

渋沢栄一・津田梅子・北里柴三郎

楠木誠一郎 著

講談社 刊

7月から、新しいお札が発行されています。

新しくお札の顔となったのは、

一万円札・・・渋沢栄一（しぶさわえいいち）

五千円札・・・津田梅子（つだうめこ）

千円札・・・北里柴三郎（きたさとしばさぶろう）

どんな人か、知りたくありませんか？

もちろん、図書館にあります！

3人がそれぞれどんなことをした人

なのか、1冊で知ることができます。

絵はほとんどありませんが、文字に

はふりがながふってあります。「どう

いう意味？」と気になった言葉を調べ

ながら読んでいくのもおもしろいで

すね。

【本館】

北里柴三郎 近代日本医学の父

森孝之 監修

杉基イクラ カバー・表紙

名古屋裕 まんが作画

KADOKAWA 刊

【本館】

津田梅子

女子高等教育にささげた生涯

髙橋裕子 監修

吉元ますめ カバー・表紙

堤利一郎 まんが作画

KADOKAWA 刊

「角川まんが学習シリーズ まんが人

物伝」のなかの2冊です。はじめには

ゆかりのあるものや人の写真がカ

ラーで載っています。まんがで描かれ

る一生に加え、「もしSNSをやってい

たら？」というユニークなコーナーも。

2人がどんな問題をのりこえて大き

なことをなしとげたのかがわかりや

すく描かれています。

渋沢栄一・津田梅子・

北里柴三郎について

の本は西当別分館に

もあります。

ぜひ、手にとってみ

てください。

【えほん】

ハロウィンべんとう

木坂涼 文

いりやまさとし 絵

教育画劇 刊



モヤモヤを言葉に変える

「言語化」講座

ひきたよしあき 著

PHP研究所 刊

わたしの知る花

町田そのこ 著

中央公論新社 刊

令和６年９月２３日発行

当別町教育委員会社会教育課

当別町図書館・西当別分館

令和６年９月号

当別町図書館新着本
迷子手帳

穂村弘 著

講談社 刊

武田の金、毛利の銀

垣根涼介 著

KADOKAWA 刊

生きのびるための事務

坂口恭平 原作

道草晴子 画

マガジンハウス 刊

北海道大人の日帰り

スポット2024-25

花岡俊吾 著

北海道新聞社 刊

リハビリの名医が教える

寝たきりにならない最高の

方法

角田亘 著

エクスナレッジ 刊

六月のぶりぶりぎっちょう

万城目学 著

文藝春秋 刊

企画展示のお知らせ １０／１（火）～３１（木）当別町図書館・西当別分館

西当別分館新着本

自己肯定感を高める

インテリアブック

中島輝 著

朝日新聞出版 編

朝日新聞出版 刊

秋の読書週間：本館・分館交換本
それぞれの図書館で人気の本を交換して展示・貸出します

わたしのeyePhone

三宮麻由子 著

早川書房 刊

計 3４冊

計 ２４冊

芥川賞 年２回（７月・１月）
・雑誌に発表された作品

・新進作家による純文学

・中・短篇作品

・１作または２作

直木賞 年２回（７月・１月）
・単行本の作品

・新進・中堅作家によるエンターテイン

メント作品

・長編小説もしくは短編集

・１作または２作

本屋大賞 年１回
・３つの部門（本屋大賞・翻訳小説部

門・発掘部門）があり、それぞれ対象

が異なる

・書店員の投票により選考

【第１７１回直木賞受賞／分館】

ツミデミック

一穂ミチ 著

光文社 刊

参考：

・よくあるご質問｜公益財団法人日本文学振興会

（https://bungakushinko.or.jp/faq/index.html）

・本屋大賞とは | 本屋大賞

（https://www.hontai.or.jp/about/）

【第１７0回芥川賞受賞／本館】

東京都同情塔

九段理江 著

新潮社 刊

【２０２４年本屋大賞受賞／分館】

成瀬は天下を取りにいく

宮島未奈 著

新潮社 刊

※ 臨時休館（書架整理のため）：１０／２（水）本館 １０／４（金）分館

１０／１７（木）本館・分館


